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【FdData 中間期末：中学数学 2 年：一次関数】 

 

[一次関数／一次関数の値の変化／切片と傾き／グラフのようす／グラフをかく／ 

一次関数の式の決定：グラフ→式／条件→式／変域／FdData 中間期末製品版のご案内] 

 

[FdData 中間期末ホームページ] 掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学：[数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

理科：[理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

社会：[社会地理]，[社会歴史]，[社会公民]  ([Shift]＋左クリック) 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

  

 

 

【】一次関数 

[一次関数とは] 

[問題](2 学期中間) 

 次の文章中の①，②に適語を入れよ。 

一般に，ともなって変わる 2 つの変数 yx, があって， x の値を決めると，それに対応して

yの値が 1 つに決まるとき，yは x の( ① )であるという。また，特に yが x の一次式で表

されるとき， yは x の( ② )であるという。 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

yが x の関数で， 52  xy ， xy 2 のように， yが x の一次式で表されるとき， yは x の 

一次関数であるという。 

 

[解答]① 関数 ② 一次関数 

[解説] 

ともなって変わる 2 つの変数 yx, があって， x の値を決めると，それに対応して yの値が 1

つに決まるとき， yは x の関数であるという。 y が x の関数で， 52  xy ， xy 2 のよう

に，yが x の一次式で表されるとき，yは x の一次関数であるという。一次関数は， baxy   

( ba, は定数)という式で表される。 0b のとき， baxy  は axy  という比例の式になる。

したがって，比例は一次関数の 1 つである。 

 

 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#shakai
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rekisi
http://www.fdtext.com/dat/index.html#koumin
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[問題](2 学期中間) 

 次の文章中の①～④に適する語句や式を入れよ。 

 ともなって変わる 2 つの数量 yx, があって， x の値を決めると，それにともなって yの値

がただ 1 つ決まるとき， yは x の( ① )であるという。 yが x の(①)で， yが x の一次式 

y ( ② )( ba, は定数， a ≠0)の形で表されるとき， yは x の( ③ )であるという。とく

に， 0b のとき， yは x に( ④ )するという。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① 関数 ② bax  ③ 一次関数 ④ 比例 

 

 

[ x に比例する部分と定数] 

[問題](2 学期中間) 

 34  xy について，① x に比例する部分と，②定数の部分を答えよ。 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

一次関数 baxy  は， x に比例する部分 axと，定数の部分bの和の形になっている。 

 

[解答]① x4  ② 3  

[解説] 

一次関数 baxy  は， x に比例する部分 ax と，定数の部分 b の和の形になっている。

34  xy の比例する部分は x4 で，定数の部分は3である。 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の文中の①～④に適語を入れよ。 

 yが x の一次関数であるとき，yは x に( ① )する部分 axと( ② )の部分bの和の形に

なっている。これを式で表すと， y (  ③  )で表される。また， 0b のとき，( ④ )

の関係になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① 比例 ② 定数 ③ bax  ④ 比例 
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[一次関数の式を選べ] 

[問題](2 学期中間) 

 次のア～エのうち，一次関数であるものをすべて選び，記号で答えよ。 

ア 12  xy   イ 
x

y
24

   ウ xy    エ 22xy   

[解答欄] 

 

[ヒント] 

baxy  ( 0b のときは axy  )の形になっている場合は一次関数である。 

x

a
y  や 2axy  などは一次関数ではない。 

[解答]ア，ウ 

[解説] 

baxy  の形になっている場合が一次関数である。ア( 1,2  ba )， 

ウ( 0,1  ba )は一次関数である。イの
x

y
24

 は x が分母にあるので一次関数ではない(反

比例である)。エの 22xy  の 22x は二次式なので，一次関数ではない。 

 

 

[問題](2 学期中間) 

 次のア～カのうち，一次関数であるものをすべて選び，記号で答えよ。 

ア 42  xy   イ 
x

y
4

    ウ xy 38  

エ 2xy      オ 
5

x
y     カ 5

2

1
 xy  

[解答欄] 

 

[解答]ア，ウ，オ，カ 

[解説] 

ウの xy 38 は一次関数である( 83  xy と表すことができる) 

オの
5

x
y  は一次関数である( xy

5

1
 と表すことができる) 
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[文章題→式→一次関数か] 

[問題](2 学期中間) 

1 本 50 円のペンを x 本と，600 円のふで箱を 1 個買ったときの代金の合計を y円とすると

き，次の各問いに答えよ。 

(1) yx, の関係を式に表せ。 

(2) yは x の一次関数であるといえるか。いえるなら○，いえないなら×と答えよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

(代金の合計 y円)＝(1 本 50 円のペンを x 本の代金)＋(600 円のふで箱 1 個の代金) 

 

[解答](1) 60050  xy  (2) ○ 

[解説] 

(1) (代金の合計 y円)＝(1 本 50 円のペンを x 本の代金)＋(600 円のふで箱 1 個の代金) 

なので， 60050  xy ， 60050  xy  

(2) 60050  xy は，比例部分( x50 )と定数部分( 600 )の和で， baxy  の形になっている

ので一次関数である。 

 

 

[問題](2 学期中間) 

次の x と yの関係について， yを x の式で表し， yが x の 1 次関数であるものには〇，そ

うでないものには×を書け。 

(1) 1 個 100 円のりんごを x 個買ったときの代金は y円である。 

(2) 1 本 130 円のボールペンを x 本買い，1000 円出したときのおつりは y円である。 

(3) 面積が 36cm2，縦の長さが x cm の長方形の横の長さは y cm である。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(1) (代金 y円)＝100(円)×(個数 x 個) 

(2) (おつり y円)＝1000－(1 本 130 円のボールペン x 本の代金) 

(3) (縦の長さ x cm)×(横の長さ y cm)＝(面積 36cm2) 

 

[解答](1) xy 100 ，○ (2) xy 1301000 ，○ (3) 
x

y
36

 ，× 
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[解説] 

関数の中で yが x の一次式で表されるもの，すなわち baxy  の形になるものが一次関数

である。比例 axy  は 0b のときで一次関数の 1 つである。 2axy  ( x の 2 乗に比例)，

x

a
y  (反比例)などは一次関数ではない。 

(1) (代金 y円)＝100(円)×(個数 x 個)なので， xy 100 ， xy 100  

xy 100 は，比例なので一次関数である。 

(2) (おつり y円)＝1000－(1 本 130 円のボールペン x 本の代金)なので， 

xy  1301000 ， xy 1301000 ( 1000130  xy と表すこともできる) 

xy 1301000 は比例部分( x130 )と定数部分(1000)の和で， baxy  の形になっている

ので一次関数である。 

(3) (縦の長さ x cm)×(横の長さ y cm)＝(面積 36cm2)なので， 36 yx  

両辺を x でわると，
x

y
36

 である。
x

y
36

 は x が分母にあるので一次関数ではない(反比例

である)。 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の yを x の式で表せ。また， yが x の一次関数であれば○，そうでなければ×を書け。 

(1) 縦の長さ 5cm，横の長さ x cm の長方形の面積は y cm2である。 

(2) 毎時 x km の速さで歩くとき，12km 進むのにかかる時間は y時間である。 

(3) 1 本 50 円の鉛筆を x 本買い，1000 円出したときのおつりは y円である。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) xy 5 ，○ (2) 
x

y
12

 ，× (3) xy 501000 ，○ 

[解説] 

(1) (長方形の面積 y )＝(縦の長さ 5)×(横の長さ x )なので， xyxy 5,5   

baxy  で 0b の場合 axy  (比例)。これは一次関数の 1 つである。 

(2) (時間)＝(道のり)÷(速さ)＝
速さ

距離なので，
x

y
12

  

x
y

12
 は x が分母にあるので一次関数ではない(反比例である)。 

(3) (おつり)＝1000－(1 本 50 円の鉛筆 x 本の代金)なので， 

xy 501000  (または， 100050  xy )である。 xy 501000 は比例部分( x50 )と定数

部分(1000)の和で， baxy  の形になっているので一次関数である。 
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【】一次関数の値の変化 

[ yx, の増加量→変化の割合] 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 23  xy で， x の値が 1 から 5 まで増加するとき，各問いに答えよ。 

(1) x の増加量を求めよ。 

(2) yの増加量を求めよ。 

(3) 変化の割合を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y  

 

[解答](1) 4 (2) 12 (3) 3 

[解説] 

1x を 23  xy に代入すると， 1213 y  

5x を 23  xy に代入すると， 13253 y  

このとき，( x の増加量)＝5－1＝4，( yの増加量)＝13－1＝12 

したがって，( yの増加量)÷( x の増加量)＝12÷4＝3 で， 

yの増加量は x の増加量の 3 倍になっている。 

x の増加量に対する yの増加量の割合(( yの増加量)÷( x の増加量)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ) 

を変化の割合という。 

この問題の場合，(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ 3
4

12
 である。 

この変化の割合 3 は 23  xy の x3 の部分の 3 と等しくなっているが，これは偶然ではなく，

一次関数 baxy  では，(変化の割合)＝ a が常に成り立つ。 

 

 

[ baxy  の aが変化の割合] 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 baxy  では(  )の割合は一定で a に等しい。文中の(  )に適語を入れよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

一次関数 baxy  においては，(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ a が常に成り立つ。 

 

[解答]変化 

[解説] 

x の増加量に対する yの増加量の割合(( yの増加量)÷( x の増加量)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ) 

を変化の割合という。一次関数 baxy  においては，変化の割合は一定で， 

(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ a  が常に成り立つ。 

＊参考までに，一次関数 baxy  で，(変化の割合)＝ a になることを証明しておく。 

x が， px  から qx に増加したとする。 

px  のとき bapbaxy  ， qx のとき baqbaxy   

( x の増加量)＝ pq ， 

( yの増加量)＝     apaqbapbaqbapbaq   

(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝
 

a
pq

pqa

pq

apaq










 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数の変化の割合を求めよ。 

(1) 5 xy    (2) xy
2

5
  

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

一次関数 baxy  場合， aは変化の割合を表す。 

 

[解答](1) －1 (2) 
2

5
  

[解説] 

一次関数 baxy  場合， aは変化の割合を表す。 

(1) 5 xy では 1a ，(2) xy
2

5
 では

2

5
a  
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[問題](2 学期中間) 

一次関数 2 axy において，x が 2 から 5 まで増加したとき，yが 7 から 13 まで増加す

る。 aの値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ a  

 

[解答] 2a  

[解説] 

一次関数(この問題では 2 axy )では，(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ a  が常に成り立つ。 

「 x が 2 から 5 まで増加したとき， yが 7 から 13 まで増加する」ので， 

( x の増加量)＝5－2＝3，( yの増加量)＝13－7＝6 

よって， a＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ 2
3

6
  

 

[問題](2 学期中間) 

次のそれぞれについて， aの値を求めよ。 

(1) 一次関数 5 axy で， x の増加量が 2 のときの yの増加量は 6 である。 

(2) 一次関数 32  axy で， x の増加量が 3 のときの yの増加量は－4 である。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

(1) a＝(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ 3
2

6
  

[解答](1) 3a  (2) 
3

2
a  

[解説] 

(1) a＝(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝ 3
2

6
  

(2) 32  axy の変化の割合は a2 なので， 

a2 ＝(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝
3

4

3

4



，よって，

3

2

2

1

3

4
2

3

4
a  
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[変化の割合・ x の増加量→ yの増加量] 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 6
2

3
 xy において， x の増加量が 4 のとき， yの増加量を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y
＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量) 

 

[解答]6 

[解説] 

一次関数 baxy  の場合， aは変化の割合を表す。 6
2

3
 xy の変化の割合は

2

3
 

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y
＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量) 

(変化の割合)＝
2

3
 ，( x の増加量)＝ 4なので，( yの増加量)＝ 64

2

3
  

 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数について， x の増加量が 12 のときの yの増加量を求めよ。 

(1) 72  xy    (2) 53  xy  

(3) 3
4

1
 xy    (4)  1

2

3
 xy  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) 24 (2) －36 (3) 3 (4) －18 

[解説] 

一次関数 baxy  の場合， aは変化の割合を表す。 

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量) 

(1) ( yの増加量)＝ 24122    (2) ( yの増加量)＝ 36123   

(3) ( yの増加量)＝ 312
4

1
    (4) ( yの増加量)＝ 1812

2

3
  
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[問題](2 学期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 1 次関数 52  xy について x の値が 1 から 4 まで増加するときの yの増加量を求めよ。 

(2) 1 次関数 43  xy について yの増加量が 3 であるときの x の増加量を求めよ。 

(3) 1 次関数 3 axy で x の増加量が 2 であるときの yの増加量が－1 である。 a の値を求

めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 6 (2) 1 (3) 
2

1
  

[解説] 

一次関数 baxy  の場合， aは変化の割合を表す。 

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量) 

(1) 52  xy の式より(変化の割合)＝ 2，( x の増加量)＝ 314   

ゆえに，( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量)＝ 632   

(2) 43  xy なので(変化の割合)＝3，また，( yの増加量)＝3なので 

( yの増加量)＝(変化の割合)×( x の増加量)より， 

33 ×( x の増加量)，( x の増加量)＝1 

(3) a＝(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
2

1

2

1



 

 

[ 0a → yは増加， 0a → yは減少] 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数について，①変化の割合を答えよ。②また， x の値が増加するとき， yの値

は増加するか，減少するか。「増加」または「減少」という形で答えよ。 

(1) 4 xy    (2) 2
3

2
 xy  

[解答欄] 

(1)① ② (2)① 

② 

[ヒント] 

一次関数 baxy  で x の値が増加するとき， 0a なら yは増加， 0a なら yは減少 
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[解答](1)① －1 ② 減少 (2)① 
3

2
 ② 増加 

[解説] 

一次関数 baxy  では， a＝(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

0a の場合，( x の増加量)＞0 のとき( yの増加量)＞0 になるので， 

x の値が増加すると， yの値は増加する。 

0a の場合，( x の増加量)＞0 のとき( yの増加量)＜0 になるので， 

x の値が増加すると， yの値は減少する。 

 

[問題](前期期末) 

 次の文中の①，②に適語を入れよ。 

一次関数 baxy  では， 

0a のとき， x の値が増加すると， yの値は( ① )する。 

0a のとき， x の値が増加すると， yの値は( ② )する。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 増加 ② 減少 

 

[問題](1 学期期末) 

 次のア～カの 1 次関数のうち，下の①～③にあてはまるものをすべて選べ。 

ア 44  xy     イ xy
3

2
     ウ 33  xy  

エ 2
3

10
 xy   オ 

3

1
3  xy   カ 2 xy  

① 変化の割合が最も小さいものはどれか。 

② x の増加量が 9 のとき， yの増加量が 6 になるものはどれか。 

③ x が増加すれば， yが減少するものはどれか。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① エ ② イ ③ ウ，エ，オ 

[解説] 

① 一次関数 baxy  で，(変化の割合)＝ a である。ア～カで a の値が最も小さいのはエの

3

10
 である。 



 12 

② a＝(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
3

2

9

6
 なので，イが適する。 

③ x が増加， yが減少するとき，( x の増加量)＞0，( yの増加量)＜0 なので， 

a＝(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＜0 である。 0a なのは，ウ，エ，オである。 

 

 

[ yx, の対応表と変化の割合] 

[問題](2 学期中間) 

 ある一次関数の x と yの対応表は次のようになっている。これについて，後の各問いに答

えよ。 
 

 x   －4  －3  －1  0  1  2  (イ) 

 y   (ア)  －1  3   5  7  9  15 
 

(1) x が－3 から－1 に増加するときの変化の割合を求めよ。 

(2) yを x の式で表せ。 

(3) 表中のア，イにあてはまる数を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3)ア 

イ 

[ヒント] 

x が－3 から－1 に増加するとき， yは－1 から 3 になるので， 

( x の増加量)＝－1－(－3)＝－1＋3＝2 

( yの増加量)＝3－(－1)＝3＋1＝4 

よって，(変化の割合)＝
2

4
＝2 

一次関数 baxy  で，(変化の割合)＝ a なので， a ＝2 

 

[解答](1) 2 (2) 52  xy  (3)ア －3 イ 5 

[解説] 

(1) x が－3 から－1 に増加するとき， yは－1 から 3 になるので， 

( x の増加量)＝－1－(－3)＝－1＋3＝2 

( yの増加量)＝3－(－1)＝3＋1＝4 

よって，(変化の割合)＝
2

4
＝2 



 13 

(2) 一次関数 baxy  で，(変化の割合)＝ a なので， a ＝2 

よって，この一次関数の式は， bxy  2 という形で表すことができる。 

表より， 0x のとき 5y なので， b 025 ，よって 5b  

したがって，式は 52  xy になる。 

(3)ア： 52  xy に 4x を代入すると，   358542 y  

イ： 52  xy に 15y を代入すると， 5215  x ， 102 x ， 5x  

 

 

[問題](1 学期期末) 

 yは x の一次関数で， x と y の関係は次の表のようになっている。これについて，後の各

問いに答えよ。 
 

 x   0  4  8  (イ)  16  20 

 y  －10  (ア)  －6  －4  －2   0 
 

(1) x が 0 から 8 に増加するときの変化の割合を求めよ。 

(2) 表のア，イにあてはまる数を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2)ア イ 

[解答](1) 
2

1
 (2)ア －8 イ 12 

[解説] 

(1) ( x の増加量)＝8－0＝8，( yの増加量)＝－6－(－10)＝－6＋10＝4 

よって，(変化の割合)＝
8

4
＝

2

1
 

(2) 一次関数 baxy  で，(変化の割合)＝ a なので，
2

1
a  

よって，この一次関数の式は， bxy 
2

1
という形で表すことができる。 

表より， 0x のとき 10y なので， b10  

したがって，式は 10
2

1
 xy になる。 

ア： 10
2

1
 xy に 4x を代入すると， 8102104

2

1
y  

イ： 10
2

1
 xy に 4y を代入すると， 10

2

1
4  x ， 6

2

1
x ， 12x  
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[問題](2 学期中間) 

 次の表は， x と yの関係を表したものである。 y が x の一次関数であるとき，表の a にあ

てはまる値を求めよ。 
 

 x   ･･･  －3  ･･･   0  ･･･  2 

 y   ･･･   11  ･･･  a   ･･･ －4 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

yが x の一次関数なので，変化の割合は一定。 

x が－3→2のときの変化の割合は， x が－3→0のときの変化の割合は等しい。 

 

[解答] 2a  

[解説] 

x が－3→2と 5 増加するとき， yは 11→－4 と－15 増加する(－4－11＝－15)。 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
5

15
＝－3 

また， x が－3→0と 3 増加するとき， yは 11→ a と 11a 増加する。 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
3

11a
 

yが x の一次関数なので，変化の割合は一定である。したがって， 

3
3

11


a
， 911 a ， 2119 a  

 

 

[問題](1 学期期末) 

 yが x の一次関数で，対応する yx, が次の表のようになっているとき， a の値を求めよ。 

 

 x   ･･･   1  ･･･   4  ･･･  6 

 y   ･･･  a   ･･･ 12 a   ･･･  a3  

[解答欄] 

 

[ヒント] 

yが x の一次関数なので，変化の割合は一定。 

x が 1→4のときの変化の割合は， x が 4→6のときの変化の割合は等しい。 
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[解答] 5a  

[解説] 

x が 1→4と 3 増加するとき， yは a → 12 a と， 112  aaa 増加する。 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
3

1a
 

x が 4→6と 2 増加するとき， yは 12 a → a3 と，   1123  aaa 増加する。 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
2

1a
 

yが x の一次関数なので，変化の割合は一定である。したがって， 

2

1

3

1 


 aa
，両辺を 6 倍すると， 3322  aa ， 5a ， 5a  

 

 

[反比例の変化の割合] 

[問題](1 学期期末) 

 反比例
x

y
18

 で， x の値が 3 から 9 まで増加したときの変化の割合を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y
 

 

[解答]
3

2
  

[解説] 

3x のとき 6
3

1818


x
y ， 9x のとき 2

9

1818


x
y なので， 

( x の増加量)＝9－3＝6，( yの増加量)＝2－6＝－4 

(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y ＝
3

2

6

4



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[問題](前期期末) 

 反比例の関係
x

y
12

 で， x の値が次のように変わるときの変化の割合を求めよ。 

① 1 から 4 まで  ② 3 から 6 まで 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① －3 ② 
3

2
  

[解説] 

① 1x のとき 12
1

1212


x
y ， 4x のとき 3

4

1212


x
y なので， 

( x の増加量)＝4－1＝3，( yの増加量)＝3－12＝－9 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y
＝ 3

3

9



 

② 3x のとき 4
3

1212


x
y ， 6x のとき 2

6

1212


x
y なので， 

( x の増加量)＝6－3＝3，( yの増加量)＝2－4＝－2 

よって，(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y
＝

3

2

3

2



 

①，②の結果からわかるように，反比例では，一次関数の場合と違い，変化の割合は一定に

はならない。 
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【】一次関数のグラフ 

【】切片と傾き 

[ baxy  は axy  を y軸方向にbだけ平行移動したもの] 

[問題](2 学期期末) 

 次の文章中の①，②に式または数を入れよ。 

一次関数 32  xy のグラフは，比例のグラフ y＝( ① )を， y軸の正の方向に( ② )

だけ移動したものである。 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

baxy  は axy  を y軸の正の方向にbだけ平行移動したものである。 

 

[解答]① x2  ② 3  

[解説] 

xy 2 と 32  xy について，次のような表をつくる。 

 

x  … －3 －2 －1  0  1  2  3 … 

xy 2  … －6 －4 －2  0  2  4  6 … 

32  xy   －3 －1  1  3  5  7  9  

 

表より，同じ x の値に対応する y の値は， 32  xy の方が

xy 2 より 3 だけ大きくなる。右図のように，表の  yx, の

点をグラフ上にとって直線で結ぶと， 32  xy のグラフは，

xy 2 を上の方向に3だけ平行移動した直線になることがわ

かる。 

xy 2 は原点(0，0)を通るが，原点(0，0)を上の方向に 3 だ

け平行移動すると(0，3)になるので， 32  xy のグラフは 

(0，3)を通る。 

以上より， 32  xy のグラフは，比例の関係 xy 2 のグラフに平行で， y 軸上の点(0，3)

を通る直線になる。 

一般に， baxy  のグラフは， axy  に平行で，  b,0 を通る直線である。 

baxy  と y軸との交点  b,0 の y座標bを，この直線の切片という。 
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[問題](2 学期中間) 

右の図は xy  のグラフである。このグラフをもとにして，

次の一次関数のグラフをかけ。 

① 4 xy  

② 3 xy  

[解答欄] 

 

[ヒント] 

① 4 xy は xy  に平行で，上方向に 4 だけ平行移動した直線になる。 

② 3 xy は xy  に平行で，下方向に 3 だけ平行移動した直線になる。 

 

[解答]  

[解説] 

① 4 xy は xy  に平行で，上方向に 4 だけ平行移動した直線になる。 

② 3 xy は xy  に平行で，下方向に 3 だけ平行移動した直線になる。 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の文章中の①～③に適語を入れよ。 

1 次関数 baxy  のグラフは， axy  のグラフを( ① )軸の正の方向にbだけ( ② )

した直線である。このbを一次関数 baxy  のグラフの y軸上の( ③ )という。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① y  ② 平行移動 ③ 切片 
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[問題](前期期末) 

 直線
3

2
4  xy の切片を答えよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

baxy  と y軸との交点  b,0 の y座標bを，この直線の切片という。 

 

[解答]
3

2
  

[解説] 

baxy  と y軸との交点  b,0 の y座標bを，この直線の切片という。 

したがって，
3

2
4  xy の切片は

3

2
 である。 

 

[傾き] 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 baxy  の a は変化の割合であるが，その一次関数のグラフの(  )ともいう。

(  )に適語を入れよ。 

[解答欄] 

 

[解答]傾き 

[解説] 

例えば， 2 axy で，aの値が変わるとき，グラフのようすがどのように変わるか調べる。

一次関数 2 axy の aは変化の割合を表しており，a ＝(変化の割合)＝
)(

)(

の増加量

の増加量

x

y である。 

1

1
1a のとき，

1

1

)(

)(


の増加量

の増加量

x

y  

1

2
2 a のとき，

1

2

)(

)(


の増加量

の増加量

x

y  

1

3
3 a のとき，

1

3

)(

)(


の増加量

の増加量

x

y  

なので，グラフは右図のようになる。 

グラフから， aの値が大きいほど，直線の傾き方が大きくなることがわかる。 

baxy  で， aの値を，この直線の傾きという。( a ＝(変化の割合)＝(傾き)) 
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[問題](2 学期中間) 

 次の文中の①～④に適当な数を入れよ。 

一次関数 12  xy のグラフは，傾きが( ① )，切片が( ② )の直線である。この直線

は右へ 1 進むと，上へ( ③ )進み，右へ 2 進むと，上へ( ④ )進む。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① 2 ② 1 ③ 2 ④ 4 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の直線の傾きと切片を求めよ。 

① 4 xy      ② xy
3

2
  

[解答欄] 

①傾き： 切片： ②傾き： 

切片： 

[ヒント] 

baxy  で， aは傾き，bは切片を表している。 

 

[解答]①傾き：－1 切片：4 ②傾き：
3

2
 切片：0 

[解説] 

baxy  で， aは傾き，bは切片を表している。 

 

[ 0a なら右上がり， 0a なら右下がり] 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 baxy  のグラフは， 0a のとき右( ① )， 0a のとき右( ② )の直線に

なる。 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 上がり ② 下がり 

[解説] 

一次関数 baxy  のグラフ： 0a のとき右上がり， 0a のとき右下がりの直線 
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[問題](2 学期中間) 

 次の文章中の①～④に式や語句を入れよ。 

 yが x の関数で， y が x の一次式で表されるとき， yは x の一次関数といい，式は一般に

baxy  ( ba, は定数)の形で表される。このとき，a を( ① )，bを( ② )という。 0a

のときグラフは右( ③ )に， 0a のときグラフは右( ④ )になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① 傾き ② 切片 ③ 上がり ④ 下がり 

 

 

[傾きが等しい 2 直線は平行である] 

[問題](後期中間) 

 次の文中の①～③に適当な数を入れよ。 

一次関数 63  xy のグラフの傾きは( ① )で，切片は( ② )である。また，一次関数

baxy  と 63  xy のグラフが平行であるとき， a ＝( ③ )である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[ヒント] 

2 直線が平行であるとき傾き aは等しい。逆に，傾き a が等しい 2 直線は平行である。 

 

[解答]① 3 ② 6 ③ 3 

[解説] 

2 直線が平行であるとき傾き aは等しい。逆に，傾き a が等しい 2 直線は平行である。 

 

[問題](後期中間) 

 次のア～エの一次関数について，グラフが平行になるのはどれとどれか。 

ア 53  xy   イ 23  xy   ウ 52  xy   エ 23  xy  

[解答欄] 

 

[解答]アとエ 

[解説] 

アの 53  xy とエの 23  xy は，ともに傾きが 3 なので平行である。 
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【】グラフのようす 

[問題](2 学期中間) 

一次関数 baxy  のグラフが右の図のように表されると

き， ba, について次の①～④に＜，＞，＝のいずれかを入れ

よ。 

アのグラフ： a ( ① )0，b ( ② )0 

イのグラフ： a ( ③ )0，b ( ④ )0 

 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[ヒント] 

一次関数 baxy  のグラフは，傾き a ，切片bの直線である。 

傾き： 0a なら右上がり， 0a なら右下がり 

切片： 0b なら y軸の正の部分で， 0b なら y軸の負の部分で y軸と交わる。 

[解答]① ＜ ② ＞ ③ ＞ ④ ＜ 

[解説] 

一次関数 baxy  のグラフは，傾き a ，切片bの直線である。 

傾き： 0a なら右上がり， 0a なら右下がり 

切片： 0b なら y軸の正の部分で， 0b なら y軸の負の部分で y軸と交わる。 

   ( 0b なら原点を通る) 

アのグラフは右下がりなので 0a ， y軸の正の部分で y軸と交わるので 0b  

イのグラフは右上がりなので 0a ， y軸の負の部分で y軸と交わるので 0b  

 

[問題](2 学期期末) 

 baxy  で表される直線で，直線が次の図のようになっているときの ba, の値の組み合

わせを下のア～カより選び，それぞれ記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

ア 0,0  ba   イ 0,0  ba   ウ 0,0  ba  

エ 0,0  ba   オ 0,0  ba   カ 0,0  ba  
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) イ (2) カ (3) エ 

[解説] 

(1) グラフが右下がりなので 0a ，原点を通るので 0b  

(2) グラフが右上がりなので 0a ， y軸の正の部分で y軸と交わるので 0b  

(3) グラフが x 軸と平行なので 0a ， y軸の正の部分で y軸と交わるので 0b  

 

 

[問題](2 学期中間) 

右の図のア～オの直線は，いずれも一次関数の 

グラフである。次の各問いに記号で答えよ。 

(1) 切片が等しいものはどれとどれか。 

(2) 傾きが等しいものはどれとどれか。 

(3) 32  xy のグラフはどれか。 

 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(1) 切片( baxy  のb )が等しい 2 直線は y軸上で交わる。 

(2) 傾き( baxy  の a )が等しい 2 直線は平行である。 

(3) 32  xy の傾きは－2 なので右下がりである。また， 32  xy の切片は 3 なので，

この直線は y軸の正の部分で y軸と交わる。 

 

[解答](1)イとオ (2) ウとエ (3) ア 

[解説] 

(1) 直線が y軸と交わる点の y座標が切片であるので，イとオの切片が等しい。 

(2) 傾きが等しい直線は平行であるので，ウとエの傾きが等しい。 

(3) 32  xy の傾きは－2 なので右下がりである。また， 32  xy の切片は 3 なので，

この直線は y軸の正の部分で y軸と交わる。この 2 つの条件を満たすのはアのみである。 

 

 



 24 

[問題](2 学期中間) 

次の(1)～(3)にあてはまる一次関数の式を，下のア～カからそれぞれすべて選べ。 

(1) グラフが右下がりの直線である。 

(2) グラフが平行な 2 つの直線である。 

(3) グラフが y軸上で交わる 2 つの直線である。 

ア xy 2     イ 4 xy    ウ 4
2

3
 xy  

エ 22  xy   オ 42  xy    カ 1
3

2
 xy  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(1) 一次関数 baxy  のグラフが右下がりになるのは 0a のときである。 

(2) 一次関数 baxy  のグラフで，2 直線が平行になるのは傾き a が等しい場合である。 

(3) 一次関数 baxy  のグラフで，bは切片を表すので，グラフが y軸上で交わる 2 つの直

線は切片bが等しい。 

 

[解答](1) ア，エ，カ (2) アとエ (3) ウとオ 

[解説] 

(1) 一次関数 baxy  のグラフが右下がりになるのは 0a のときである。ア～カの中で

0a であるのは，ア，エ，カである。 

(2) 一次関数 baxy  のグラフで，2 直線が平行になるのは傾き a が等しい場合である。ア

～カの中で aが等しいのは，アとエである。 

(3) 一次関数 baxy  のグラフで，bは切片を表すので，グラフが y軸上で交わる 2 つの直

線は切片bが等しい。bが同じになるのはウとオである。 

 

 

[問題](2 学期中間) 

次のア～カの一次関数のグラフについて，後の各問いに答えよ。 

ア 42  xy    イ 63  xy    ウ 25.0  xy  

エ 22.0  xy   オ 3
2

1
 xy     カ 1

3

2
 xy  

(1) 平行な直線であるものはどれとどれか。 

(2) y軸上で交わる直線はどれとどれか。 

(3) 右上がりの直線になるものをすべて選べ。 
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) ウとオ (2) ウとエ (3) ア，ウ，エ，オ 

[解説] 

(1) 一次関数 baxy  のグラフで，2 直線が平行になるのは傾き a が等しい場合である。ア

～カの中で aが等しいのは，ウとオである。 

(2) 一次関数 baxy  のグラフで，bは切片を表すので，グラフが y軸上で交わる直線は切

片bが等しい。bが同じになるのはウとエである。 

(3) 一次関数 baxy  のグラフが右上がりになるのは 0a のときである。ア～カの中で

0a であるのは，ア，ウ，エ，オである。 

 

 

[問題](1 学期期末) 

 一次関数 baxy  で 0,0  ba という条件をつけると， ba, の値をどのように決めても，

グラフが通らない点は，ア～エのどれか。記号で答えよ。 

ア 点(1，3)  イ 点(－1，－3)  ウ 点(－2，4)  エ 点(5，－2) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]エ 

 

[解説] 

一次関数 baxy  で 0,0  ba のとき， 

直線は右上がりで， y軸と正の範囲で交わる。 

このときの直線群は，例えば，右図のようになる。 

図から明らかなように， 0x ， 0y の範囲は通らない。 

よって，エの点(5，－2)は通らない。 
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[問題](2 学期中間) 

 右の図のように，座標平面を x 軸と y軸を含まない①～④の 4 つ

に分ける。 baxy  のグラフが①を通らないようにするための条

件をア～エの中から選び，記号で答えよ。 

ア 0,0  ba   イ 0,0  ba  

ウ 0,0  ba   エ 0,0  ba  

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

[解説] 

aが傾き，bが切片なので，ア～エの 4 つの場合の直線が通る範囲は次の図のようになる。 

この図から，①の範囲を通らないのはウ( 0,0  ba )の場合であることがわかる。 
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【】グラフをかく 

[問題](2 学期期末) 

 次の一次関数のグラフをかけ。 

(1) 32  xy  

(2) 2
3

2
 xy  

[解答欄] 

 

[ヒント] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 32  xy の切片は 

－3 なので，P(0，－3)を通る。 

(傾き)＝
1

2
2  ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき，( yの増加量)＝2 

P から x 方向に＋1，y方向に＋2 だけすすめた点 Q をとる。PQ を結んだ直線が 32  xy の

グラフになる。 

[解答]  
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[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 32  xy の切片は 

－3 なので，P(0，－3)を通る。 

(傾き)＝
1

2
2  ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき，( yの増加量)＝2 

P から x 方向に＋1，y方向に＋2 だけすすめた点 Q をとる。PQ を結んだ直線が 32  xy の

グラフになる。 

(2) 2
3

2
 xy の切片は 2 なので，R(0，2)を通る。 

(傾き)＝
3

2

3

2 
 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝3 のとき 

( yの増加量)＝－2 R から x 方向に＋3， y方向に－2 だけすすめた点 S をとる。RS を結ん

だ直線が 2
3

2
 xy のグラフになる。 

 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の式をグラフに表せ。 

(1) 32  xy  

(2) 2
3

1
 xy  

[解答欄] 
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[解答]  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 

32  xy の切片は 3 なので，P(0，3)をグラフにとる。 

次に傾きを使う。 

(傾き)＝
1

2
2


 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき，( yの増加量)＝－2 

P から x 方向に＋1， y方向に－2 だけすすめた点 Q をとる。 

PQ を結んだ直線が 32  xy のグラフになる。 

(2) 2
3

1
 xy の切片は－2 なので，R(0，－2)をとる。 

(傾き)＝
3

1
＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝3 のとき，( yの増加量)＝1 

R から x 方向に＋3，y方向に＋1 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が 2
3

1
 xy の

グラフになる。 

 

 

[問題](2 学期期末) 

 次の 1 次関数のグラフをかけ。 

(1) 13  xy  

(2) 22  xy  

(3) 3
3

2
 xy  

(4)  641
2

1
≦xxy   
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[解答欄] 

 

[解答]  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 

13  xy の切片は－1 なので，P(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
1

3
3  ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき，( yの増加量)＝3 

P から x 方向に＋1， y方向に＋3 だけすすめた点 Q をとる。

PQ を結んだ直線が 13  xy のグラフになる。 

(2) 22  xy の切片は－2 なので，R(0，－2)を通る。 

(傾き)＝
1

2
2


 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき( yの増加量)＝－2 



 31 

R から x 方向に＋1， y方向に－2 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が 22  xy

のグラフになる。 

(3) 3
3

2
 xy の切片は 3 なので，T(0，3)を通る。 

(傾き)＝
3

2

3

2 
 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝3 のとき，( yの増加量)＝－2 

T から x 方向に＋3，y方向に－2 だけすすめた点 U をと

る。TU を結んだ直線が 3
3

2
 xy のグラフになる。 

(4)  641
2

1
≦xxy  の切片は－1 なので，V(0，

－1)を通る。 

(傾き)＝
2

1
＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝2 のとき，( yの増加量)＝1 

V から x 方向に＋2， y方向に＋1 だけすすめた点 W をとる。変域が 64 ≦x なので，こ

の範囲だけを実線でかき，範囲外の部分を点線でかく。 4x は範囲外なので○で表し，

6x は範囲内なので●で表す。 
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[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数のグラフをかけ。 

(1) 5 xy  

(2) 
2

9

2

1
 xy  

(3)  241
4

5
≦xxy   

[解答欄] 

 

[解答]  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 5 xy の切片は 5 なので，P(0，5)を通る。 

(傾き)＝
1

1
1 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝1 のとき，( yの増加量)＝1 
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P から x 方向に＋1， y方向に＋1 だけすすめた点 Q をとる。PQ を結んだ直線が 5 xy の

グラフになる。 

(2) 
2

9

2

1
 xy  切片は

2

9
 で整数にならないので，例えば 1x  

の点を使う。 1x のとき 4
2

8

2

9
1

2

1
y  

点 R(1，－4)とする。 

(傾き)＝
2

1
＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝2 のとき， 

( yの増加量)＝1 

R から x 方向に＋2， y方向に＋1 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が
2

9

2

1
 xy

のグラフになる。 

(3)  241
4

5
≦xxy  の切片は 1 なので， 

T(0，1)を通る。 

(傾き)＝
4

5

4

5 
 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので， 

( x の増加量)＝4 のとき，( yの増加量)＝－5 

T から x 方向に＋4， y方向に－5 だけすすめた点 U をとる。

TU を結んだ直線が 1
4

5
 xy のグラフになる。x の変域が

24 ≦x なので，この範囲内は実線で示し，範囲外は点線

で示す。 4x は含まれないので○を記入し， 2x ははい

るので●を記入する。 

 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数のグラフをかけ。 

(1) 3 xy  

(2) 13  xy  

(3) 01243  yx  

(4) 1
42


yx
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[解答欄] 

 

[解答]  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 3 xy

の切片は 3 なので，P(0，3)を通る。 

(傾き)＝
1

1
1 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝1 のとき，

( yの増加量)＝1 

 Pから x 方向に＋1，y方向に＋1だけすすめた点Qをとる。

PQ を結んだ直線が 3 xy のグラフになる。 

(2) 13  xy の切片は－1 なので，R(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
1

3
3


 ＝

)(

)(

の増加量

の増加量

x

y なので，( x の増加量)＝1 のとき( yの増加量)＝－3 

R から x 方向に＋1，y方向に－3 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が 13  xy の

グラフになる。 
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(3) 01243  yx のグラフを baxy  の形に変形して(1)(2)と同じようにしてグラフを

かくこともできるが，式を満たす yx, を求める方法でやるほうが計算が簡単。まず， 0x を

代入すると， 3,124,0124  yyy  

よって，このグラフは(0，－3)を通る。 

次に， 0y を代入すると， 4,123,0120  xxx  

よって，このグラフは(4，0)を通る。 

2 点(0，－3)，(4，0)を結んだ直線が 01243  yx のグラフになる。 

(4) 1
42


yx
も (3)と同じようにして 2 点を求めてグラフをかく。 

まず， 0x を代入すると， 4,1
4

0  y
y

 よってこのグラフは(0，4)を通る。 

次に， 0y を代入すると， 2,10
2

 x
x

 よってこのグラフは(2，0)を通る。 

2 点(0，4)，(2，0)を結んだ直線が 1
42


yx
のグラフになる。 
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【】一次関数の式の決定 

【】グラフ→式 

[問題](2 学期中間) 

 次の直線①，②は，それぞれ，ある一次関数のグラフである。これらの関数の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

①の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，1)と読み取れる。したがって

切片bは 1 である。右図の点 P から Q で，x は＋2，yは＋1 変化する。

したがって直線の傾き aは
2

1
である。 

[解答]① 1
2

1
 xy  ② 14  xy  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

①の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，1)と読み取れる。したがって

切片bは 1 である。右図の点 P から Q で，x は＋2，yは＋1 変化する。

したがって直線の傾き aは
2

1
である。 

よって，求める直線の式は 1
2

1
 xy である。 

②の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，－1)と読み取れる。したがっ

て切片bは－1 である。右図の R から S で，x は＋1，yは－4 変化する。

したがって直線の傾き aは 4
1

4



 

よって，求める直線の式は 14  xy である。 
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[問題](2 学期期末) 

 次の直線(1)～(3)の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 4
3

2
 xy  (2) 23  xy  (3) 1 xy  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，4)と読み取ることができる。 

したがって切片bは 4 である。右図の P から Q で， x は＋3， yは 

－2 変化する。したがって直線の傾き aは
3

2

3

2





である。 

よって，求める直線の式は 4
3

2
 xy である。 

(2)の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，2)と読み取ることができる。 

したがって切片bは 2 である。右図の R から S で， x は＋1， yは＋3 変化

する。したがって直線の傾き aは 3
1

3





である。 

よって，求める直線の式は 23  xy である。 

(3)の直線が y軸と交わる点の座標は T(0，－1)と読み取ることができる。

したがって切片bは－1 である。T から U で， x は＋1， yは＋1 変化す

る。したがって直線の傾き aは 1
1

1





である。 

よって，求める直線の式は 1 xy である。 
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[問題](2 学期中間) 

 次のグラフ(1)～(3)の式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 5 xy  (2) 5
3

4
 xy  (3) 133  xy  

[解説] 

baxy  で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，5)と読み取れる。したがって切片b

は 5 である。P から Q で，x は＋1，yは－1 変化する。したがって直線の傾

き aは－1 である。 

よって，求める直線の式は 5 xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，－5)と読み取れる。したが

って切片bは－5 である。P から S で， x は＋3， yは＋4 変化する。

したがって直線の傾き aは
3

4
である。 

よって，求める直線の式は 5
3

4
 xy である。 

(3) 直線上の点で yx, ともに整数になる 2 点 T，U を選ぶ。 

T から U で， x は＋1， yは－3 変化する。したがって直線の傾きは

3
1

3



 

図から切片を読み取ることができない。 
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そこで直線の式を bxy  3 とおいて点 T の座標 2,5  yx を代入する。 

  13,152,532  bbb  

よって，求める直線の式は 133  xy である。 
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【】条件→式 

[傾きと切片から] 

[問題](2 学期中間) 

 グラフが次のようになる一次関数の式をそれぞれ求めよ。 

(1) 傾きが 4，切片が－2 の直線 

(2) 傾きが－2 で，(0，3)を通る直線 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

一次関数なので， baxy  という式になる( a は傾き，bは切片) 

 

[解答](1) 24  xy  (2) 32  xy  

[解説] 

一次関数なので， baxy  という式になる( a は傾き，bは切片)。 

(1) baxy  で，傾きが 4 で切片が－2 なので， 2,4  ba  

よって，この一次関数の式は 24  xy である。 

(2) 傾きは－2 なので 2a である。(0，3)を通るので切片bは 3 である。 

よって，求める式は， 32  xy である。 

 

 

[問題](前期期末) 

 グラフが次のようになる一次関数の式をそれぞれ求めよ。 

(1) 変化の割合が－2 で， x ＝0 のとき y＝3 である直線 

(2) x の値が 3 増えると， yの値は 2 減り，直線 42  xy と y軸上で交わる直線 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 32  xy  (2) 4
3

2
 xy  

[解説] 

一次関数なので， baxy  という式になる( a は傾き，bは切片)。 

(1) a＝(傾き)＝(変化の割合)なので 2a である。 x ＝0 のとき y＝3 なので， 

切片 3b である。 

よって，求める式は， 32  xy である。 
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(2) x の値が 3 増えると， yの値は 2 減るので， 

a＝(傾き)＝(変化の割合)＝  
 の増加量

の増加量

x

y ＝
3

2

3

2



 

直線 42  xy と y軸上で交わるので，切片 4b である。 

よって，求める式は， 4
3

2
 xy である。 

 

 

[傾きと 1 点の座標から] 

[問題](後期中間) 

 グラフが次のようになる一次関数の式をそれぞれ求めよ。 

(1) グラフが点(l，－4)を通り，傾きが 2 になる直線 

(2) グラフが直線 12  xy に平行で，点(3，1)を通る直線 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

(1) 傾きが 2 なので，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。点(l，－4)を通るので，

bxy  2 に 4,1  yx を代入する。 

(2) グラフが直線 12  xy に平行なので，求める直線の傾きは 2 である。 

よって，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。 

点(3，1)を通るので， bxy  2 に 1,3  yx を代入する。 

 

[解答](1) 62  xy  (2) 52  xy  

[解説] 

(1) 傾きが 2 なので，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。 

点(l，－4)を通るので， bxy  2 に 4,1  yx を代入すると， 

b 124 ， b 24 ， 6b  

よって，求める式は， 62  xy である。 

(2) 平行な直線の傾きは等しい。グラフが直線 12  xy に平行なので， 

求める直線の傾きは 2 である。 

よって，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。 

点(3，1)を通るので， bxy  2 に 1,3  yx を代入すると， 

b 321 ， b61 ， 5b  よって，求める式は， 52  xy である。 
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[問題](2 学期中間) 

 グラフが次の条件をみたす一次関数の式を求めよ。 

(1) 点(1，6)を通り，傾き 4 の直線 

(2) 点  3,2 を通り，傾きが
2

1
 の直線 

(3) 2x のとき 4y で，変化の割合が3の直線 

(4) 直線 53  xy に平行で，点(1，5)を通る直線 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) 24  xy  (2) 4
2

1
 xy  (3) 23  xy  (4) 23  xy  

[解説] 

(1) 傾きが 4 なので，この直線の式は bxy  4 とおくことができる。 

点(1，6)を通るので， bxy  4 に 6,1  yx を代入すると， b 146 ， b 46 ， 2b  

よって，求める式は， 24  xy である。 

(2) 傾きが
2

1
 なので，この直線の式は bxy 

2

1
とおくことができる。 

点  3,2 を通るので， bxy 
2

1
に 3,2  yx を代入すると， 

b 2
2

1
3 ， b 13 ， 4b  

よって，求める式は， 4
2

1
 xy である。 

(3) 一次関数では，(変化の割合)＝(傾き)である。変化の割合が 3 なので， 

この直線の式は bxy  3 とおくことができる。 

2x ， 4y を代入すると， b 234 ， b64 ， 2b  

よって，求める式は， 23  xy である。 

(4) 平行な直線の傾きは等しい。グラフが直線 53  xy に平行なので， 

求める直線の傾きは 3 である。よって，この直線の式は bxy  3 とおくことができる。点(1，

5)を通るので， bxy  3 に 5,1  yx を代入すると， 

b 135 ， b35 ， 2b  

よって，求める式は， 23  xy である。 
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[切片と 1 点の座標から] 

[問題](後期中間) 

yは x の一次関数で，そのグラフの切片が 5 で，点  1,6 を通る直線の式を求めよ｡ 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

切片が 5 なので，この直線の式は 5 axy とおくことができる。 

 

[解答] 5 xy  

[解説] 

切片が 5 なので，この直線の式は 5 axy とおくことができる。 

点  1,6 を通るので， 5 axy に 1,6  yx を代入して， 

561  a ， 561  a ， 66 a ， 1a  

よって，求める式は， 5 xy である。 

 

[問題](2 学期中間) 

yは x の一次関数で，そのグラフの切片が 4 で，点(－4，－2)を通る直線の式を求めよ｡ 

[解答欄] 

 

[解答] 4
2

3
 xy  

[解説] 

切片が 4 なので，この直線の式は 4 axy とおくことができる。 

点(－4，－2)を通るので， 4 axy に 2,4  yx を代入して， 

  442  a ， 442  a ， 64 a ，
2

3

4

6
a  

よって，求める式は， 4
2

3
 xy である。 

 

 

[2 点の座標から] 

[問題](2 学期中間) 

 yは x の一次関数で，そのグラフが(1，7)，(3，13)を通る直線であるとき，この一次関数

の式を求めよ。 
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[解答欄] 

 

[ヒント] 

2 点  11, yx ，  22 , yx を通る直線の傾きは，(傾き)＝
12

12

xx

yy




で求めることができる。 

 

[解答] 43  xy  

[解説] 

まず，2 点の座標から傾きを求める。 

2 点  11, yx ，  22 , yx を通る直線の傾きは， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




で求めることができる。 

＊(傾き)＝
21

21

xx

yy




でもよい。 

グラフが(1，7)，(3，13)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝ 3

2

6

13

713





 (または，(傾き)＝ 3

2

6

31

137










) 

傾きが 3 なので，この直線の式は bxy  3 とおくことができる。 

点(1，7)を通るので， bxy  3 に 7,1  yx を代入すると， 

b 137 ， b37 ， 4b  

よって，求める式は， 43  xy である。 

＊点(3，13)の座標を代入してもよい。 

(別解：連立方程式を使う方法) 

求める一次関数の式を baxy  とおく。 

(1，7)を通るので， baxy  に 7,1  yx を代入すると， ba7 ･･･① 

(3，13)を通るので， baxy  に 13,3  yx を代入すると， ba 313 ･･･② 

②－①より， a26 ， 3a  

3a を①に代入すると， b37 ， 4b  

よって，求める式は， 43  xy である。 

＊連立方程式を使う方法が，(傾き)＝
12

12

xx

yy




を使う方法よりわかりやすいかもしれない。 

しかし，慣れると(傾き)＝
12

12

xx

yy




を使う方法が素早く計算できるようになる。以降は原則と

してこの方法で計算していく。 

 



 45 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数の式を求めよ。 

(1) グラフが 2 点(2，3)，(5，9)を通る直線 

(2) グラフが 2 点(－1，3)，(1，－1)を通る直線 

(3) x ＝1 のとき y＝2， x ＝－3 のとき y＝－10 である直線 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 12  xy  (2) 12  xy  (3) 13  xy  

[解説] 

(1) グラフが 2 点(2，3)，(5，9)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝ 2

3

6

25

39





 

傾きが 2 なので，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。 

点(2，3)を通るので， bxy  2 に 3,2  yx を代入すると， 

b 223 ， b 43 ， 1b  

よって，求める式は， 12  xy である。 

(2) グラフが 2 点(－1，3)，(1，－1)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 
2

2

4

11

31








 

傾きが－2 なので，この直線の式は bxy  2 とおくことができる。 

点(－1，3)を通るので， bxy  2 に 3,1  yx を代入すると， 

  b 123 ， b 23 ， 1b  

よって，求める式は， 12  xy である。 

(3) x ＝1 のとき y＝2， x ＝－3 のとき y＝－10 であるので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 
 

3
4

12

31

102





 

傾きが 3 なので，この直線の式は bxy  3 とおくことができる。 

2,1  yx を bxy  3 に代入すると， 

b 132 ， b32 ， 1b  

よって，求める式は， 13  xy である。 

 

[問題](後期中間) 

 次の一次関数の式を求めよ。 

(1) グラフが 2 点(－1，4)，(1，－2)を通る直線 

(2) グラフが 2 点(－5，0)，(0，3)を通る直線 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 13  xy  (2) 3
5

3
 xy  

[解説] 

(1) グラフが 2 点(－1，4)，(1，－2)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 
3

2

6

11

42








 

傾きが－3 なので，この直線の式は bxy  3 とおくことができる。 

点(－1，4)を通るので， bxy  3 に 4,1  yx を代入すると， 

  b 134 ， b34 ， 1b  

よって，求める式は， 13  xy である。 

(2) グラフが 2 点(－5，0)，(0，3)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

  5

3

50

03





 

(0，3)を通るので，切片は 3 である。 

よって，求める式は， 3
5

3
 xy である。 

 

 

[3 点が一直線上にあるとき] 

[問題](2 学期期末) 

 3 点(－3，1)，(2，3)，(7，c)が，一直線上にあるとき，次の問いに答えよ。 

(1) この直線の式を求めよ。 

(2) c の値を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

まず，(－3，1)，(2，3)を通る条件から直線の式を求める。 

 

[解答](1) 
5

11

5

2
 xy  (2) c＝5 
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[解説] 

(1) グラフが 2 点(－3，1)，(2，3)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 32

13




＝

5

2
 

傾きが
5

2
なので，この直線の式は bxy 

5

2
とおくことができる。 

点(2，3)を通るので， bxy 
5

2
に 3,2  yx を代入すると， 

b 2
5

2
3 ， b

5

4
3 ，

5

11

5

4
3 b  

よって，求める式は，
5

11

5

2
 xy である。 

(2) (7，c)は
5

11

5

2
 xy 上の点なので， cyx  ,7 を代入すると， 

5
5

25

5

11

5

14

5

11
7

5

2
c  

 

 

[問題](2 学期中間) 

 3 点(1，－1)，(4，2），( a ，5)が一直線上にあるとき， a の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答] 7a  

[解説] 

グラフが 2 点(1，－1)，(4，2)を通る直線なので， 

(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 
3

3

14

12





＝1 

傾きが 1 なので，この直線の式は bxy  とおくことができる。 

点(1，－1)を通るので， bxy  に 1,1  yx を代入すると， b 11 ， 2b  

よって，求める式は， 2 xy である。 

( a，5)は 2 xy 上の点なので， 5,  yax を代入すると， 25  a ， 7a  
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[ y軸( x 軸)について線対称] 

[問題](入試問題) 

 y軸を対称の軸として，直線 32  xy と線対称となる直線の式を求めよ。 

(徳島県) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

次の図の①が直線 32  xy と y軸について線対称な直線である。傾きと切片に着目。 

 

 

[解答] 32  xy  

[解説] 

右図のように， 32  xy と y軸に対称な直線は①になる。 

図から明らかなように，①の切片は 32  xy と同じ 3 になり， 

傾きは絶対値が同じで＋－が反対の－2 になる。 

したがって，①の式は 32  xy になる。 

 

[問題](2 学期中間) 

 グラフが直線 52  xy と x 軸について対称になる直線の式を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

次の図の①が直線 52  xy と x 軸について線対称な直線である。傾きと切片に着目。 

 

[解答] 52  xy  
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[解説] 

右図のように， 52  xy と x 軸に対称な直線は①になる。 

図から明らかなように，①の切片は 52  xy の切片－5 と 

絶対値が同じで符号が反対の 5 になる。 

傾きは絶対値が同じで＋－が反対の－2 になる。 
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【】変域 

[問題](2 学期中間) 

 一次関数 32  xy の x の変域が 35 ≦x のとき， yの変域を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] 97 ≦y  

[解説] 

5x のとき，   735232  xy  

3x のとき， 933232  xy  

よって， yの変域は 97 ≦y  

 

 

 

 

[問題](2 学期中間) 

 次の一次関数で， x の変域が(  )で示した範囲のときの yの変域を求めよ。 

(1) 32  xy  ( 61 ≦≦x ) 

(2) 3
3

1
 xy  ( 94 ≦x ) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 95 ≦≦ y  (2) 
3

13
0 y≦  

[解説] 

(1) 1x のとき，   531232  xy  

6x のとき， 936232  xy  

よって， yの変域は 95 ≦≦ y  
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(2) 4x のとき，  
3

13

3

9

3

4
34

3

1
3

3

1
 xy  

9x のとき， 03339
3

1
3

3

1
 xy  

よって， yの変域は
3

13
0 y≦  

 

 

[問題](2 学期期末) 

 一次関数 23  xy について，x の変域が a ≦ x ≦4 のとき，yの変域がb≦ y≦5 である。

このとき， ba, の値を求めよ。 

[解答欄] 

a  b  

[ヒント] 

 

 

[解答] 1a  10b  

[解説] 

x の変域が a≦ x ≦4 のとき， yの変域がb≦ y≦5 なので， 

グラフは，右図のようになる。 

図より， ax  のとき 5y なので， 23  xy に代入すると， 

235  a ， 33 a ， 1a  

また， 4x のとき， by  なので， 23  xy に代入すると， 

243 b ， 10b  

 

 

[問題](2 学期中間) 

 関数 4
2

3
 xy について，x の変域が a ≦ x ≦6 のとき，yの変域が

3

20
 ≦ y≦bである。

このとき， ba, の値を求めよ。 
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[解答欄] 

a  b  

[ヒント] 

 

 

[解答]
9

16
a  5b  

[解説] 

x の変域が a≦ x ≦6 のとき， yの変域が
3

20
 ≦ y≦bなので， 

グラフは，右図のようになる。 

図より， ax  のとき
3

20
y なので， 4

2

3
 xy に代入すると， 

4
2

3

3

20
 a ，両辺に 6 をかけると， 

24940  a ， 169 a ，
9

16
a  

また， 6x のとき， by  なので， 4
2

3
 xy に代入すると， 

46
2

3
b ， 549 b  

 

 

[問題](2 学期期末) 

 一次関数 8 axy ( aは定数， 0a )は， x の変域が－1≦ x ≦2 のとき， yの変域が 

b≦ y≦11( bは定数)である。このとき， ba, の値を求めよ。 

[解答欄] 

a  b  
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[ヒント] 

 

 

[解答] 3a  2b  

[解説] 

x の変域が－1≦ x ≦2 のとき， yの変域がb≦ y≦11 なので， 

8 axy ( 0a )のグラフは右図のようになる。 

図より， 1x のとき 11y なので， 8 axy に代入すると， 

811  a ， 3a  

よって，直線の式は 83  xy になる。 

2x のとき， by  なので， 83  xy に代入すると， 

823 b ， 2b  

 

 

[問題](2 学期中間) 

 aが負の数である一次関数 baxy  について， x の変域が 21 ≦≦x のとき， y の変域

は 51 ≦≦ y であった。 ba, の値を求めよ。 

[解答欄] 

a  b  

[ヒント] 

 

 

[解答] 2a  3b  
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[解説] 

0a なので， baxy  は右下がりの曲線になる。 

x の変域が 21 ≦≦x ， yの変域が 51 ≦≦ y なので， 

baxy  は右図のように，2 点(－1，5)，(2，－1)を通る。 

a＝(傾き)＝
12

12

xx

yy




＝

 
2

3

6

12

51








 

2a なので，この直線の式は bxy  2 となる。 

点(－1，5)を通るので， bxy  2 に 5,1  yx を代入すると， 

  b 125 ， b 25 ， 3b  

(別解) 

baxy  に 2 点(－1，5)，(2，－1)を代入して，連立方程式をたてて解くこともできる。 
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